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2021 年 12 月に設置した熊本大学キャンパスミュージアム推進

室では「キャンパスミュージアム構想」を掲げて、本学が有する文

化財、学術資料、研究成果や作品などを知の資源ととらえ、教育・

研究に積極的に活かしながら広く公開することとしております。開

かれた大学を目指し、所蔵する国指定重要文化財（建造物）を核と

したキャンパス全体のミュージアム化を図り、様々なイベント等を

通して、誰もが訪れ、学びたいと感じる大学づくりを推進します。 

 

 

キャンパスミュージアム構想に若い感性を取り入れ、構想をよりよいものとするため、「キャンパスミュージア

ム学生アンバサダー」を募集し、多くの学部から参加いただきました。学生アンバサダーとして就任した 14 名

の学生からのメッセージを紹介します。 
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【キャンパスミュージアムシンポジウム】 

2022 年 10 月 15 日に工学部百周年記念館にて、熊本大学キャンパスミュージアムシンポジウム「デジタル

技術が切り開く地域文化財の未来」を開催しました。 

本学の学生・教職員のほか、自治体関係者等一般の参加者を含め約 130 名が参加し、国立文化財機構の

金田奈良文化財研究所埋蔵文化財センター長の講演が行われ、パネルディスカッションでも、活発な議論が行

われました。 

  

【企画展、写真展】 

  2022 年 11 月に五高記念館にて企画展、五高記念館竣工記念写真展を同時開催しました。 

企画展では、本学教員 6 人の研究内容を 18 点のパネルにて展示し、期間中に 2 回、研究者自身によるギ

ャラリートークを行いました。 

トークイベントにも多くの方に参加いただき、研究内容を分かりやすく紹介しました。大学の研究を身近に感

じていただけるよう、パネルにも工夫を凝らし、また、同時開催の五高記念館写真展は、星野雅俊氏が撮影さ

れた、五高の美しい風景を楽しんでいただきました。 

 

【第１回スケッチ大会】 

2022 年 11 月 12 日に教育学部・教育学研究科主催で、「第１回スケッチ大会」を開催しました。熊本市内お

よび熊本市近郊の中学生を対象に、五高記念館などの秋の風景をスケッチするイベントで、当日は天気にも恵

まれ、71 名の参加がありました。 

中学生のみなさんには、なかなか大学を訪問いただく機会がこれまでなかったのですが、このように気軽に

参加できるようなイベントを今後も開催していきたいと考えています。 

 

【企画展「熊本大学五高記念館所蔵貴重資料より−扁額」】 

  2023 年 1 月～3 月に五高記念館にて、企画展「熊本大学五高記念館所蔵貴重資料より−扁額」を開催しま

した。本企画展では五高記念館の収蔵資料のなかから書と扁額を展示しました。扁額は、有栖川宮熾仁、勝

海舟など、第五高等学校の依頼で書かれたものや小松宮彰仁など来校の際に依頼されたもの、嘉納治五郎な

ど当時の学校長の揮毫によるもので、講堂、体育館、図書室などに掲げられ、五高で学ぶ生徒たちを見守って

きました。五高閉校後は、熊本大学が受け継ぎ、保存・展示してきましたが、地震以来、公開することができな

かった、これらの作品を一堂に展示する貴重な機会となりました。 
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